














永定 1987，史鴻慶 1988，李凡・趙憲民 2000，伍黎芝・底艶 2005，韓霽昌等 2009a・b，姜
仁貴等 2009，李清順・盧志偉 2009，潘宜等 2009，佀小偉等 2009，葉校飛等 2009，Xie et al. 
2010），歴史時代における湖泊の変遷に関する数少ない研究も，地層・沈積環境と沈積相の
視点から地史時期の変遷を考察するものである（閻永定 1988a・b， 趙淑賢・張馥珍 1994）。
歴史学界においては，史念海氏が黄土高原の歴史環境の変遷について基礎的研究を行って
いる。関連の研究成果は『河山集（1-9集）』（史念海 1963, 1981, 1988, 1991a, 1991b,  1997, 









あげた（袁林 1994，蕭正洪 1998，朱士光 1999，呂卓民 2000，Huang et al. 2003，侯甬堅
2004，李令福 2004，王元林 2005，卜風賢 2006，村松弘一 2016）。中には，湖沼の変遷に関






























































唐（618-907年） 富平，次赤。有荊山，有塩池沢。 『新唐書』巻 37，志第 27，地理一
（1060年成立）















明（1368-1644年） 東塩沢停蓄，若湖波然。 乾隆刻本万暦『富平県志』巻 8，田
賦志（1584年成立）






























図 4　乾隆 43 年『富平県志』全境図（1740
年成立）































































































































































































































































































































































































































































































































































































2219.693畝，即ち約 1.48 平方 kmの沖積低地が開発された。蒲城県に関しては，「康熙十六
年清査首報鹻灘地五十八頃六十九畝六分二厘三毫，（光緒年間に）新増灘地四頃四十六畝」




















































































［ 1］　『新唐書』巻 37，志第 27，地理一。
［ 2］　『新唐書』巻 37，志第 27，地理一。
［ 3］　『新唐書』巻 37，志第 27，地理一。
［ 4］　『新唐書』巻 37，志第 27，地理一。
［ 5］　乾隆 43年『富平県志』巻 1，地理，疆域。




［ 8］　乾隆 5年『富平県志』巻 2，地形志。
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